
【取組内容】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

家庭学習
予習

授業
復習

デジタル教科書を活用した算数科における反転学習

算数ノート
ルーブリック

予習では、「わかったこと」を
整理することも大切ですが、
自分が「わかりにくかったこと」
を見つけておくことも重要です。
ルーブリックでは、「どんな予習
が良いのか」を具体的に示し
て児童と共有しています。

ノートづくり
ワークシートをもとに予
習を行います。問題文
からわかること、本時の
めあてのポイントを色分
けして、自分に合った
ノートづくりをしています。
わからなかったことも、メ
モすることで授業で友達
や先生に質問できる準
備をしています。

学習者用デジタル教科書 動画教材

動画教材

動画解説があることによって、算
数科に苦手意識がある児童も、
予習に取り組みやすくなりました。
動画を止めて自分で考える時間
をとったり、わかりにくかったことを繰
り返し見たりできるため、よりよい予
習のスタートをきることができます。

練習問題で復習
従来は、家庭で取り組んでいた練習
問題や計算ドリルでの復習を、授業中
に取り組んでいます。学校なら、困った
ときは友達や先生に相談することがで
きるので、わかるまで学習できる安心
感があります。

Sharepoint 算数ホームページ

ホームページには、学習の手引き、児童の良いワークシート例、
練習問題の解答例などを掲載し、いつでもどこでも児童が見れる
ようにしています。児童が、学びやすいように、また、よりよい学び
方を探っていけるような情報を提供できるように意識しています。

説明活動

教師は、予習や説明活
動の様子を見取り適切な
支援を行います。児童同
士での活動だけでは、目
標到達が難しい場合には、
個別または一斉で「どうして
この式で求まるの？」などと
問いかけたり、児童の思考
を整理してあげたりして支
援します。理解がより深くな
るように働きかけています。

教師の役割

予習で学んだことをもとに、
児童同士で説明し合いま
す。予習でわかったと思って
いても説明活動を通して、
実はよくわかっていなかった
ことにも気づくことを大切に
します。また予習でよくわか
らなかった問題の解決方
法を友達からきく時間にも
なっています。アウトプットす
る学び方の良さにも触れさ
せたいと考えます。

学習の手引き
単元の目標や具体的な活動の流
れを児童と共有します。今日の学習
と明日の学習のつながりを見通して
学習を進めることができます。チェック
プリントがいつあるのか、テストまで何
時間あるのかなど、児童が学習の
ペースを調整するためには必須です。

反転学習
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